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京都労働相談センター
電話 0120－378－060　 E-mail scent@labor.or.jp第 300 号

１
条
が
定
め
た
「
①
労
働
者

が
人
た
る
に
値
す
る
生
活
を

営
む
た
め
の
必
要
を
充
た
す

も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
こ
の

法
律
で
定
め
る
労
働
条
件
は

最
低
の
も
の
で
あ
り
、
当
事

者
は
そ
の
向
上
を
図
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
労
働
条
件
法
定
主
義
を

「
労
使
自
治
」
を
口
実
に
切

り
崩
そ
う
と
し
て
い
ま
す
▼

１
９
７
１
年
、
特
別
措
置
法

で
あ
る
「
給
特
法
」
に
よ
っ

て
公
立
学
校
の
教
員
は
労
基

法
37
条
（
割
増
賃
金
の
支
払

い
）
が
適
用
除
外
に
な
り
ま

し
た
。
当
時
、
京
教
組
な
ど

の
教
職
員
組
合
や
す
べ
て
の

野
党
が
「
そ
ん
な
こ
と
を
し

た
ら
教
員
の
労
働
時
間
が
青

天
井
に
な
る
」
と
反
対
し
ま

し
た
▼
法
律
制
定
か
ら
53
年

が
経
過
し
、
学
校
現
場
で
は

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
長

時
間
労
働
が
蔓
延
し
、
精
神

疾
患
、
若
年
退
職
が
急
増
し

て
い
ま
す
▼
労
基
法
の
一
部

適
用
除
外
が
、「
定
額
働
か

せ
放
題
」
と
揶
揄
さ
れ
る
現

場
を
つ
く
る
要
因
と
な
り
ま

し
た
▼
労
基
法
改
悪
に
反
対

す
る
と
と
も
に
、「
給
特

法
」
を
改
正
し
、
長
時
間
労

働
を
規
制
す
る
た
め
に
残
業

代
が
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
を

つ
く
る
た
め
の
た
た
か
い
が

必
要
で
す
。�

（
Ｈ
Ｎ
）

　

厚
生
労
働

省
の
「
労
働

基
準
法
制
研

究
会
」
は
、

１
月
８
日
に

報
告
書
を
公

表
し
ま
し

た
。
そ
の
主

な
内
容
は
、

労
働
基
準
法
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「19の日」行動
２月19日（水）18：30　京都市役所前

学児裁判報告集会
２月21日（金）19：30　ラボール京都

労
働
組
合

労
働
組
合
のの
力力
でで

��

大
幅
賃
上
げ
！

大
幅
賃
上
げ
！

ユ
ニ
オ
ン

ユ
ニ
オ
ン

パ
ワ
ー

パ
ワ
ー

　
京
都
総
評
は
、
１
月
25
日
に
第
97
回
臨
時
大
会

を
開
催
し
、
25
京
都
春
闘
方
針
を
全
会
一
致
で
採

択
し
確
立
し
ま
し
た
。

　
大
会
討
論
で
は
、
23
人
の
代
議
員
が
発
言
し
、

産
業
・
職
場
・
地
域
の
実
態
、
25
春
闘
を
た
た
か

う
決
意
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
宣
言
へ
の
思
い
、
な

ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

春闘方針を提案する柳生事務局長

25春闘勝利へ団結ガンバロウ

あいさつする秋山全労連議長

全会一致で春闘方針を決定 き
上
げ
の
流
れ
を
生
み
出
し

ま
し
た
。

　

25
春
闘
で
は
、
こ
う
し
た

賃
上
げ
の
流
れ
を
加
速
さ

せ
、
労
働
組
合
の
交
渉
力
を

高
め
て
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち

取
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め

2525
春
闘
勝
利
へ

春
闘
勝
利
へ

決
意
あ
ふ
れ
る

決
意
あ
ふ
れ
る

討
論
討
論

　

大
会
討
論
で
は
、「
物
価

上
昇
に
負
け
な
い
賃
上
げ
、

す
べ
て
の
仲
間
の
大
幅
賃
上

げ
、
非
正
規
も
正
規
と
同
様

の
賃
上
げ
、
な
ど
を
め
ざ
し

て
25
春
闘
を
た
た
か
う
」

（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）、「
25
春
闘

で
は
、
３
万
８
０
０
０
円
以

上
の
賃
上
げ
を
要
求
し
、
非

正
規
に
も
退
職
金
支
給
を
求

め
て
た
た
か
う
」（
建
交

労
）、「
25
春
闘
は
団
結
力
を

化
、
⑤
労
働
時
間
の
短
縮
、
労

基
法
解
体
を
許
さ
ず
改
善
を
め

ざ
す
、
⑥「
非
正
規
春
闘
」
と

非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
、
⑦

公
共
の
再
生
、
公
務
・
公
共
体

制
や
教
育
、
社
会
保
障
の
充

実
、
⑧
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推

進
、
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
女
性
差
別
の
根
絶
を
め
ざ

す
、
⑨
戦
争
反
対
、
憲
法
改
悪

を
と
め
て
平
和
を
つ
く
る
、
９

項
目
を
基
調
に
、
全
会
一
致
で

採
択
し
ま
し
た
。

官
民
共
同
の

官
民
共
同
の

た
た
か
い
は
希
望

た
た
か
い
は
希
望

　

評
議
員
会
で
は
、
京
都
総
評

の
上
野
広
光
事
務
局
次
長
が
発

言
。
京
都
総
評
の
官
民
総
が
か

り
の
取
り
組
み
に
関
わ
っ
て
、

公
務
と
民
間
双
方
で
賃
金
、
労

働
条
件
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た

め
の
運
動
や
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
、
雇
用
を
守

る
共
同
の
た
た
か
い
を
継
続
的

に
つ
く
っ
て
き
た
こ
と
。
そ
の

な
か
で
京
都
市
職
労
の
な
か
か

ら
「
官
民
共
同
の
た
た
か
い
で

民
間
労
働
組
合
の
本
気
で
た
た

か
う
姿
が
あ
っ
た
こ
と
は
最
大

の
希
望
だ
」
と
い
う
発
言
が
語

ら
れ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま

し
た
。

物
価
高
騰
を

物
価
高
騰
を

上
回
る
賃
上
げ
を
！

上
回
る
賃
上
げ
を
！

要
求
基
準

要
求
基
準

月
３
万
２
０
０
０
円

月
３
万
２
０
０
０
円

以
上
を

以
上
を

　

24
春
闘
で
京
都
春
闘
共
闘

の
回
答
総
額
は
29
年
ぶ
り
の

８
０
０
０
円
台
を
引
き
出
し

ま
し
た
。
公
務
員
賃
金
引
き

上
げ
に
向
け
て
24
秋
闘
で

「
官
民
総
が
か
り
行
動
」
を

　

全
労
連
は
１
月
22
日
か
ら
23

日
に
か
け
て
評
議
員
会
を
東
京

都
内
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

で
開
催
し
ま
し
た
。
要
求
基
準

と
し
て
、
賃
上
げ
月
３
万
２
０

０
０
円
以
上
、
労
働
時
間
の
規

制
、
時
間
短
縮
を
求
め
ま
す
。

　

春
闘
方
針
案
は
、
①
す
べ
て

の
労
働
者
の
大
幅
賃
上
げ
・
底

上
げ
へ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景

に
た
た
か
う
、
②
統
一
闘
争
と

地
域
春
闘
の
強
化
で
た
た
か
う

労
働
組
合
の
本
領
発
揮
を
、
③

「
対
話
と
学
び
あ
い
」
労
働
組

合
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
仲

間
を
増
や
し
て
勝
利
、
④
最
低

賃
金
全
国
一
律
制
と
１
５
０
０

円
以
上
の
実
現
、
最
低
規
制
強

高
め
て
た
た
か
う
」（
全
国

一
般
）、「
正
社
員
62
％
、
非

正
規
65
％
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で

『
生
活
が
苦
し
い
』
と
答
え

て
い
る
。
大
幅
賃
上
げ
め
ざ

し
て
ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
が
問

わ
れ
る
春
闘
だ
」（
郵
政
ユ

ニ
オ
ン
）、「
25
春
闘
で
は
民

間
単
産
の
支
援
と
と
も
に
、

地
域
手
当
や
子
ど
も
看
護
休

暇
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

有
給
の
病
気
休
暇
の
実
現
な

ど
を
求
め
て
た
た
か
う
」

（
自
治
労
連
）
な
ど
25
春
闘

で
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る

決
意
あ
ふ
れ
る
発
言
が
相
次

仲
間
を
増
や
し
て
、

仲
間
を
増
や
し
て
、

要
求
前
進
！

要
求
前
進
！

に
、
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
主
体
性
を
高
め
、

労
働
者
と
の
「
対
話
と

学
び
合
い
」
を
追
求

し
、
仲
間
を
増
や
し
て

た
た
か
う
と
い
う
「
要

求
実
現
の
求
心
力
で
仲

間
を
増
や
す
」
活
動
を

大
い
に
す
す
め
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
人
間
ら

し
く
暮
ら
せ
る
賃
金
を

め
ざ
し
て
、
物
価
高
騰

を
上
回
る
大
幅
賃
上
げ

実
現
へ
全
力
を
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

ぎ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
か
ら
は
ユ
ニ

チ
カ
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
救

済
の
た
た
か
い
（
宇
城
久
）、

向
日
市
に
建
設
予
定
の
ア
リ

ー
ナ
問
題
で
の
た
た
か
い

（
乙
訓
）、
綾
部
市
の
学
童

保
育
民
間
委
託
問
題
で
労
組

結
成
し
て
た
た
か
っ
て
い
る

（
綾
部
）、
食
料
支
援
の
取

り
組
み
も
６
回
目
、
食
料
支

援
に
参
加
し
た
大
学
生
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
る

（
福
知
山
）
な
ど
、
各
地
域

の
取
り
組
み
が
生
き
生
き
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

相
互
支
援
・

相
互
支
援
・

相
互
激
励
で

相
互
激
励
で

た
た
か
う

た
た
か
う

　

２
月
27
日
に
「
春
闘
戦
術

会
議
」
を
開
催
し
、
春
闘
要

求
と
戦
術
の
交
流
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、
３
月
13
日
の

全
国
統
一
行
動
を
中
心
に
、

単
産
・
職
場
の
た
た
か
い
を

相
互
支
援
・
相
互
激
励
し
、

公
務
・
民
間
・
地
域
総
が
か

り
で
た
た
か
う
25
春
闘
を
め

ざ
し
ま
す
。
ま
た
、「
要
求

の
可
視
化
」
と
と
も
に
「
労

働
組
合
の
姿
を
職
場
で
、
地

域
で
見
せ
る
」
こ
と
を
重
視

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

25
春
闘
を
み
ん
な
の
力
、

ユ
ニ
オ
ン
パ
ワ
ー
で
た
た
か

い
、
大
幅
賃
上
げ
を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

最低規制要求
○�産別・企業内賃金を誰でも
 どこでも時給1700円以上、
 月26万円以上
○非正規労働者の賃金大幅引き上げ、
 同一労働同一賃金・均等待遇の実現

賃上げ要求額
○月額32000円以上、時間額200円以上

2025年春闘2025年春闘
京都総評の要求基準京都総評の要求基準

行
い
、
民
間
の
賃
上
げ

に
続
く
公
務
員
賃
金
引

京都総評から上野事務局次長が発言京都総評から上野事務局次長が発言
全労連評議員会全労連評議員会でで２５春闘方針確立！２５春闘方針確立！

主な日程主な日程

春闘春闘
2525
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年金宣伝東寺

す
。

　

20
年
前
か
ら
格
差
是

正
に
取
り
組
み
１
８
０

名
も
の
非
正
規
労
働
者

を
社
員
化
・
直
用
化
な

ど
を
実
現
し
て
お
り
、

「
日
本
で
一
番
先
進
的

な
た
た
か
い
を
し
て
い

る
の
は
京
都
放
送
労

組
」（
脇
田
滋
龍
谷
大

学
名
誉
教
授
）
と
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
平
和
や
市
民
と
の

共
同
取
り
組
み
を
積
極

日本で一番先進的な日本で一番先進的な
たたかいをしているたたかいをしている

　

１
９
８
０
年
分
裂
し
た
組

合
を
統
一
し
て
今
の
組
合
が

誕
生
。
そ
の
後
の
運
動
の
原

点
と
な
っ
た
94
年
廃
局
寸
前

の
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
を
40
万
人
の

市
民
の
支
援
を
得
て
放
送
の

灯
を
守
り
ま
し
た
。
更
生
法

申
請
日
の
前
夜
Ｋ
Ｂ
Ｓ
ホ
ー

ル
で
河
内
京
都
総
評
議
長
と

連
合
京
都
の
会
長
が
当
時
の

委
員
長
を
は
さ
ん
で
放
送
の

灯
を
守
ろ
う
と
握
手
。
大
き

な
運
動
が
あ
り
ま
し
た
。
３

年
前
に
自
分
た
ち
の
賞
与
資

金
を
あ
て
50
億
を
無
事
弁

済
。
そ
の
間
１
人
の
首
切
り

も
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
高

く
評
価
で
き
、
労
働
運
動
史

上
語
り
草
と
な
っ
て
い
ま

的
に
行
い
、
10
年
前
の
秘
密

保
護
法
反
対
で
は
京
都
で
最

初
の
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
成
果
と
多
彩
な
活
動

の
要
因
は
「
ウ
ソ
を
つ
か
な

い
」
日
常
活
動
を
活
発
に
行

っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

Ｋ
Ｂ
Ｓ
の
仲
間
の
苦
難
あ

る
と
こ
ろ
に
必
ず
組
合
あ

り
、 

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
旺

盛
に
要
求
実
現
を
は
か
る
一

方
、
市
民
に
開
か
れ
た
局
づ

く
り
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

単産の活動単産の活動

生業での生業での
組合活動組合活動

 京都放送労組

９・18更生法30周年（全員集合）

日常のひとコマ

日常のひとコマ

　　

将
来
の
年
金
受
給
に
大
き
く
影
響

将
来
の
年
金
受
給
に
大
き
く
影
響

安
心
で
き
る
年
金
制
度
を
求
め
て

安
心
で
き
る
年
金
制
度
を
求
め
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
貫
き

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
貫
き

誰
も
が
参
加
で
き
る

誰
も
が
参
加
で
き
る

労
働
組
合
へ

労
働
組
合
へ

上
野　
有
里

福
祉
保
育
労

よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね

【
応
募
方
法
】
①
画
像
１

枚
、
②
タ
イ
ト
ル
、
③
コ
メ

ン
ト
１
０
０
～
２
０
０
字
程

度
、
④
お
名
前
（
掲
載
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
可
）、
⑤
所
属
、

⑥
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
送
り
先
を

書
い
て
、
京
都
総
評
ま
で
メ

ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）
を

贈
呈
し
ま
す
。

あ
な
た
の
パ
シ
ャ

写
真
募
集
中
！

ジェンダージェンダー平等宣言平等宣言をを採択採択
第97回臨時大会第97回臨時大会にてにて

改
定
に
な
っ
て
い
て
、
施
行

後
20
年
程
度
か
け
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
遺
族
厚
生
年
金

の
中
高
齢
加
算
に
つ
い
て
は

　

昨
年
９
月
の
定
期
大
会
に

お
い
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

宣
言
を
提
案
し
、
職
場
や
組

織
で
の
議
論
や
実
践
を
通

じ
、
第
二
次
案
を
経
て
最
終

案
と
練
り
上
げ
、
臨
時
大
会

で
の
提
案
と
な
り
ま
す
。

　

単
産
や
地
域
で
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
宣
言
案
の
学
習
会

や
議
論
等
で
の
意
見
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
男
性
が
多
い

職
場
や
一
方
で
女
性
が
多
い

職
場
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
受

け
止
め
も
違
い
ま
し
た
。
少

数
で
あ
れ
ば
働
き
づ
ら
さ
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
男
女
格
差

れ
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
保

険
料
負
担
が
発
生
す
る
こ
と

で
「
手
取
り
」
が
減
る
こ
と

に
な
り
、
加
入
に
消
極
的
な

方
々
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

厚
生
年
金
の
保
険
料
負
担

は
こ
れ
ま
で
は
労
使
折
半
で

す
。
し
か
し
、
今
回
の
改
定

案
で
は
「
労
使
の
合
意
で
負

担
割
合
を
決
め
ら
れ
る
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

行
っ
て
い
た
国
の
助
成
措
置

を
な
く
し
雇
用
主
に
押
し
つ

け
る
か
ら
で
す
。
国
は
「
時

限
措
置
で
対
象
者
も
限
定
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
保

険
料
の
負
担
割
合
が
会
社
ご

と
で
変
わ
り
、
同
じ
会
社
の

労
働
者
間
で
も
違
い
が
生
じ

ま
す
。

遺
族
年
金
の

遺
族
年
金
の

制
度
が
変
わ
る

制
度
が
変
わ
る

　

今
回
の
遺
族
年
金
の
改
定

は
男
性
と
女
性
の
支
給
基
準

を
合
わ
せ
る
た
め
に
改
定
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
女
性
が
受
給
す
る
遺
族

年
金
は
改
悪
さ
れ
ま
す
。
現

在
の
遺
族
厚
生
年
金
は
30
歳

未
満
の
女
性
場
合
「
18
歳
未

満
（
障
害
の
あ
る
場
合
は
20

歳
未
満
）
の
子
が
い
な
い
人

に
は
５
年
間
し
か
遺
族
年
金

を
払
わ
な
い
」
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
制
度
が
60
歳

未
満
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま

す
。
子
ど
も
が
い
な
い
な
ら

「
し
っ
か
り
働
け
」
と
い
う

の
是
正
の
た
め
に
は
、
長
時

間
労
働
を
な
く
し
、
人
員
不

足
を
解
消
し
た
い
な
ど
の
要

求
も
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
９
６
０
年
代
の

府
庁
周
辺
に
保
育
所
を
作
る

運
動
の
事
例
は
じ
め
京
都
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
歴
史
を

振
り
返
る
と
、
今
ま
で
は
、

当
事
者
の
女
性
部
は
じ
め
女

性
運
動
と
民
主
的
な
勢
力
が

施
行
日
以
降
、「
年
度
ご
と

に
加
算
額
を
段
階
的
に
逓
減

（
最
終
的
に
廃
止
）、
国
民

年
金
制
度
の
「
寡
婦
年
金
」

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
将
来

的
な
廃
止
を
含
め
て
検
討
が

さ
れ
ま
す
。

　

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
改
定

な
の
で
配
慮
措
置
も
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
女
性
の
遺
族

年
金
制
度
は
大
き
く
変
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
制
度
を

年
金
制
度
を

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

制
度
に
し
て
い
こ
う

制
度
に
し
て
い
こ
う

　

４
月
以
降
の
年
金
額
改
定

　

週
20
時
間
以
上
働
け
ば
社

会
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
従
業
員

51
人
以
上
の
規
模
の
廃
止
は

10
年
後
に
な
る
予
定
で
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
の
場

合
、
１
階
部
分
の
「
基
礎
年

金
」
し
か
受
給
で
き
ま
せ
ん

が
、
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
で
２
階
部
分
の

「
報
酬
比
例
年
金
」
も
受
給

で
き
ま
す
。
将
来
受
給
す
る

年
金
額
を
考
え
る
と
、
パ
ー

ト
・
非
正
規
労
働
者
の
社
会

保
険
の
加
入
条
件
が
緩
和
さ

で
は
、
物
価
上
昇
率
よ
り
０

・
８
％
減
額
し
ま
す
。
高
齢

者
の
生
活
は
さ
ら
に
窮
地
に

追
い
込
ま
れ
ま
す
。

　

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
復
活

さ
せ
る
た
め
に
、
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
制
を
今
す
ぐ
中

止
さ
せ
、
最
低
保
障
年
金
制

度
を
創
っ
て
若
い
人
も
高
齢

者
も
安
心
で
き
る
年
金
制
度

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2025年
年 金 改 定
の内容と問題点

　今回の「年金改定」は、年金受給者
に対してというより現役世代の将来の
年金受給に大きく影響します。
　３月初旬に上程されるため改定案の
詳細については不明ですが、判明して
いる内容と問題点を説明します。

一
つ
と
な
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
推
進
す
る
社
会
的
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
女
性
だ

け
の
課
題
と
せ
ず
に
、
全
体

の
運
動
に
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、

組
合
の
組
織
運
営
の
あ
り
方

の
見
直
し
も
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

京
都
総
評
の
意
思
決
定
の

場
で
の
男
女
同
数
を
め
ざ

し
、
要
求
の
柱
に
ジ
ェ
ン
ダ

ー
視
点
を
貫
く
こ
と
、
あ
ら

ゆ
る
男
女
格
差
を
な
く
し
、

誰
も
が
参
加
で
き
一
緒
に
取

り
組
め
る
労
働
組
合
へ
と
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

さ
れ
た
私
た
ち
の
運
動
は
、

世
の
中
を
変
え
る
力
に
な
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
学
び

な
が
ら
、
ご
一
緒
に
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

採択宣言全文は
こちらから▼

提案する海藤副議長

社
会
保
険
制
度
へ
の

社
会
保
険
制
度
へ
の

加
入
条
件
が

加
入
条
件
が

緩
和
さ
れ
る

緩
和
さ
れ
る

長
女
が
20
歳
を
迎

え
ま
し
た
。
七

五
三
を
迎
え
た
末
っ
子

と
一
緒
に
記
念
に
撮

影
。
ま
だ
ま
だ
「
生
後

ハ
タ
チ
」
と
言
い
表
せ

る
よ
う
な
未
熟
な
側
面

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ

ま
で
大
き
く
な
っ
て
く

れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

と
、
親
と
し
て
も
「
よ

く
が
ん
ば
っ
た
ね
」
と

自
分
を
誉
め
て
あ
げ
た

い
で
す
。


